
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 構造担当 

液状化解析による堤体改修効果の検証 

大規模地震に対するダム堤体の安全性評価とともに、その耐震性を高める補強方法の効果を数
値解析手法により検証します。また、効果的な堤体の耐震補強方法を提案します。 

 近年、大規模な地震が日本全国で頻発しています。 

 近代的な手法により設計、施工されたダムでは、地震
による壊滅的な被害の発生はこれまでありませんが、
築造年代の古いダムに対しても、大規模な地震動に
対しての安全性を検証する必要があります。 

 築造年代の古いダムには、一般的なダムの設計手法
では評価が困難な耐震上の課題を有する場合も想定
されます。 

研究のポイント 

   地震時以外には堤体の安全性に影響がないものの、
大規模な地震時にダム堤体に大きな影響を及ぼす現象
として、液状化があります。液状化現象を数値解析によ
り再現し、ダム堤体の挙動を予測することで、築造年代
の古いダム堤体の耐震性を評価するとともに、その耐震
性を向上させるための有効な対策方法を提案します。 

 発生頻度が極めて低く、実ダムによる検証が困難な、大
規模地震に対するダム堤体の安全性評価が可能です。 

 地震の大きさや継続時間の影響、新たな耐震補強方法
の効果なども検討することが可能です。従来の設計方法
に比べ、弾力的に堤体の安全性評価を行えます。 

 基礎地盤の液状化によるダム堤体の変形抑制に、効果
的な対策方法の検証を実施しました。 基礎地盤の液状化に対する 
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研究の背景 

研究の概要 
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耐震補強方法の比較結果 
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補強1：0.32 

【補強による補強効果】 

（=1-補強後沈下率/補強前沈下率） 

補強2：0.47 

補強3：0.44 

効果： 

 4割増 

下流側法尻部の
改良効果大 


